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◼ 多様な属性・立場の方々と丁寧に対話を重ね、

期待する未来社会像を議論しコメント収集

◼ 認知症の正しい理解、介護現場の深刻度共有、

リビングラボの意義理解、最新ICTのデモ体験、

社会全体での取り組みとICT進化への期待

◼ 社会実装と実用化に向けたコンセンサス醸成、

ソート発信、政策提言へ

認知症介護施設デジタルツイン活用の
リビングラボ実証と社会実装・実用化への取り組み
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作成時の注意事項
山内 雅明† 麻生 由博†† 永井 研††

†大阪大学 大学院情報科学研究科 ††日本電気株式会社 テレコムサービスビジネスユニット

見出し部分

本文部分

NEC Beyond 5G 協働研究所の目的／介護施設でのリビングラボ実証研究
◼ 大阪大学とNECの産学連携の共創活動のひとつとして、Beyond 5Gを構成する分散データ処理基盤とそれを活用したデジタルツインな

ど、人間の能力の拡張と人とロボットが共存する社会システムを実現する技術の確立を目指している

◼ デジタルツイン技術の価値検証を目的として、介護施設における課題解決（特に、認知症高齢者の心の理解と予測検証）のために、

実際の介護施設と連携して研究成果を実証するリビングラボの手法を用い、将来的な社会実装へ

◼ 本発表では、従来の制御されたテストベッド環境では十分に評価できない「社会受容性」「運用制約」「ネットワーク要件」を整理し、

Beyond 5G/6G時代のイノベーションテストベッドに求められる要件を提示する

NICT総合テストベッドシンポジウム (2026/03/09) ポスターセッション
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接触感のない不穏予測 [1,3]

✓認知症患者に配慮し

非接触(表情/行動/発言)、

接触感を与えない方法

(歩行データ)により

不穏の前兆を検出

サーモ画像による転倒検出 [2]

✓プライバシに配慮し、

低解像度サーマル画像から

姿勢の時系列データを得て

転倒リスク評価

確率情報の活用
➢推定確率（確度）別の対応を議論

確実な不穏予兆は介護士へ通知

⇒ センサ疲労を軽減

不確実な不穏予兆はロボットが

センシング＆ケア

⇒ 情報収集＆事前ケア

ネットワーク要件
✓ 300㎡あたり270～540台のセンサ

が必要

✓ 5G/6Gは 300/3,000台 対応可能

（※標準的な高齢者施設規模換算）

➢プライバシを考慮し、映像と音声は

外部のネットワークを経由しない

ことが好ましい

➢Private 5G 等の活用

➢仮想化や暗号化技術は家族らの

心理的抵抗も実環境でのデータセンシング
✓マルチモーダルなセンシング環境構築

➢生活サイクルに合わせ配置する必要

➢死角、機器のサイズ制約、生活への影響に

配慮も必要

➢原状回復、落下破損リスク、配線制約

➢入居者に違和感を与えない工夫

（カモフラージュ、軽量インソールセンサ、

カメラ搭載愛玩ロボット）が必要

➢設置の違和感はBPSDの誘発リスク

➢盗聴器誤認のような受容性の課題

データ抽出器
✓表情（Action Unit)、言動（文字起こし）、

行動（kinetics-700＋骨格分析）に着目

➢心理推定には、手の細かい動きや視線、

人同士の位置関係（十数cm誤差）が必要

「アホ」発言時の不穏予測分布
発言以外の情報があれば判断可能

中
立
傾
向

不
穏
傾
向

個室内サーモ画像例

デジタル

リアル認知症患者

表情・行動
・言動

センシング
データ

デジタルモカメゾン

通知
・制御

介護士

ロボット

対応・ケア

状態推定

DB 推定結果
（確率）

環境センサ

サーマルカメラ

インソール
センサ

カモフラージュ
カメラ

センシング

※一部未実装を含む

マイク

抽出器

リビングラボ実証現場から得たテストベッド設計の要件
✓社会受容性：入居者がセンサを気にしない形状や設置方法が必須

➢カモフラージュ、段階的な導入ステップの計画、説明と同意の設計

✓運用：入居者や介護士への負担を避け、状況変化に柔軟に対応できる保守運用

➢入居者の入れ替わり、家具配置の変更、利用状況やセンサ疲労のモニタリング、

電池交換

✓実装条件：スケール時の端末密度と映像帯域を満たしつつ、プライバシー要件

（閉域・ローカル処理）を両立するネットワーク及び計算基盤が必要

これらを統合的に検証可能なイノベーションテストベッドの構築が求められる

万博会場配布カード MIKA 受賞[4] IEICE論文[5]
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